
紹

介

】
霧
。
甥
。
・
融
塁
。
。
0
9
巳
窪
。
コ
男
簿
琴
Φ
触
葺
動
く
類
H
。
恩
ひ
。
げ
（
お
茸
）
で
は
、

所
謂
蔭
制
末
期
の
7
ラ
ソ
ス
の
農
業
資
末
主
義
化
の
電
動
（
第
…
部
）
と
穗
濟

酌
事
象
の
耗
會
的
階
級
攣
化
へ
の
影
響
」
を
考
察
し
、
H
㌧
牙
。
ぎ
餓
§
8
喜
冒
お
婦

二
二
。
薄
ぎ
量
弩
同
。
】
一
。
缶
①
写
掌
ぎ
8
紛
。
霧
一
、
磐
9
2
答
α
q
冨
。
（
H
需
い
∀
で

は
、
「
從
來
の
藤
制
末
期
の
商
工
業
に
壊
す
る
特
殊
研
究
を
綜
合
せ
ん
と
試

み
」
、
b
匿
犀
§
8
σ
8
噌
琵
三
£
一
⑦
2
皿
。
。
｛
巴
。
磐
屠
く
隷
属
σ
強
。
［
p
（
目
O
膿
）

な
る
小
溺
干
で
は
、
大
革
命
前
の
農
民
・
貴
族
・
曾
侶
・
大
小
ブ
ル
ジ
ヨ
ワ
ー
ジ

の
瀧
會
・
糎
濟
史
的
な
究
明
を
非
常
に
準
易
に
明
蜥
に
な
し
、
同
種
の
叢
醤

の
目
。
。
・
重
罪
口
霧
q
二
寮
営
け
葺
㎝
ヨ
。
蟹
。
創
窪
お
（
ぢ
い
ひ
）
で
は
、
西
鰍
の
近
世
資

本
主
嚢
の
起
源
よ
り
十
九
世
紀
に
至
る
ま
で
を
諸
家
の
研
究
を
比
較
。
綜
合

し
、
叉
国
お
三
ψ
器
島
。
§
o
露
馨
。
凶
屋
o
o
8
9
δ
ξ
拓
簿
融
o
o
Σ
o
α
o
㌶
舅
層
隣
琴
。

創
畠
蝕
。
・
冨
。
。
o
瓢
讐
捲
m
』
【
囲
頓
舞
、
釦
㌶
σ
Q
器
霞
。
罎
。
～
｝
黛
二
Φ
（
お
い
O
）
は
、
從
來
の

冑
己
の
研
究
の
結
果
、
他
の
特
殊
的
研
究
等
を
綜
合
し
て
、
恐
ら
く
フ
ラ
ン

ス
で
最
も
纒
つ
た
馳
會
経
濟
史
と
考
へ
ら
れ
て
る
る
。
蝦
蟹
逸
語
で
出
版

さ
れ
た
男
同
碧
N
O
論
。
｝
δ
タ
『
ζ
皿
。
露
h
祭
α
q
窪
。
玄
2
同
論
。
い
ゆ
ロ
ρ
（
お
ω
o
l
ぢ
ω
い
）
も

同
量
の
も
の
と
思
は
れ
る
）

　
敏
授
の
研
究
は
更
に
政
治
思
想
更
・
史
學
理
論
に
ま
で
及
ん
で
居
り
、
「
十

七
・
十
入
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
思
想
」
に
歯
す
る
も
の
、
叉
、
唯
物
三

軍
…
、
雁
史
要
學
等
に
甥
す
る
見
解
竜
二
、
三
の
著
書
と
し
て
刊
行
せ
ら
れ
て

る
る
。
こ
れ
ら
の
著
述
の
外
、
或
は
》
・
磯
。
§
α
q
の
旅
行
記
の
完
鐸
や
、
最

近
で
は
叢
書
Ω
ご
に
も
盤
力
（
本
誌
前
繋
属
照
）
す
る
な
ど
、
或
は
根
本
史

料
の
刊
行
に
曇
る
等
、
拶
。
善
。
翫
。
。
8
瓢
ρ
琴
切
〉
き
こ
霧
O
．
三
。
。
ε
マ
。
α
o
窪
？

邑
ρ
琴
9
。
・
。
。
巨
・
そ
の
他
へ
の
無
数
の
論
文
と
共
に
、
フ
ラ
ン
ス
吏
離
界

第
二
十
一
巷
　
第
三
盤
脳
　
　
　
山
川
七
〇

に
甚
大
の
寄
興
を
な
し
た
の
で
あ
る
。
蒲
も
、
こ
れ
ら
の
研
究
が
、
晩
年
十

籔
年
占
の
・
も
の
多
き
を
思
へ
ば
、
我
々
は
教
擾
の
撹
ま
ざ
る
研
究
心
に
敬
…
服

せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
そ
の
音
更
理
論
・
比
較
方
法
等
に
は
幾
多
の
批
到
の
絵
地
が
あ
る
に
し
ろ
、

教
授
の
明
晰
な
、
流
麗
な
交
章
は
、
豊
冨
な
参
考
書
誌
と
共
に
、
ア
ラ
ソ
ス

纏
濟
史
を
研
究
す
る
も
の
に
、
非
常
な
親
し
み
を
感
じ
さ
せ
る
Q
二
期
教
授

は
各
地
よ
り
の
訪
問
者
を
轍
…
恥
し
、
特
に
若
き
人
々
の
激
導
に
努
力
を
惜
し

ま
な
か
っ
た
と
云
は
れ
て
る
る
。
遠
き
見
知
ら
ぬ
異
邦
の
一
學
徒
の
問
に
封

し
て
Ψ
も
懇
切
に
返
答
を
賜
っ
た
教
授
に
こ
の
一
文
を
弔
聯
と
し
て
捧
ぐ
る

こ
と
を
許
し
て
頂
き
た
い
。
ハ
前
川
〕

　
　
　
　
○
縄
濟
地
理
墨
要
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
秀
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
共
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
　
中
　
　
博

　
親
近
我
國
纏
濟
界
の
事
々
は
経
濟
地
理
的
知
識
の
必
要
を
喚
起
し
、
経
濟

地
理
に
關
す
る
論
交
、
著
書
の
公
に
さ
れ
る
も
の
薄
葉
に
暇
な
き
程
で
あ
る
。

艦
誌
「
地
理
と
鍵
濟
に
叉
纒
濟
地
理
學
叢
書
の
如
き
は
到
る
遜
の
書
店
忙
陳
列

さ
れ
て
み
る
Q
そ
れ
等
を
謬
見
す
る
と
執
筆
者
は
軍
門
の
糎
濟
撰
者
、
地
理

曝
者
よ
り
も
寧
ろ
個
々
の
産
業
部
門
の
技
術
者
，
實
際
家
が
多
く
、
纏
濟
地

理
學
が
甚
だ
若
く
活
氣
に
充
て
る
虚
無
で
あ
る
事
を
感
ず
る
が
、
叉
之
等
の

中
に
は
軍
に
洗
脳
に
從
っ
て
何
々
地
理
と
爾
す
る
だ
け
で
、
丙
容
は
統
計
を

羅
列
し
た
に
留
ま
っ
て
眞
の
纏
濟
地
理
學
に
は
倫
逡
い
も
の
で
あ
る
事
を
蓮

憾
に
思
ふ
。
こ
の
時
に
當
っ
て
、
本
學
出
身
の
地
理
墨
・
旛
に
し
て
長
ち
ぐ
滲

根
高
商
、
玉
戸
高
商
に
於
て
純
濟
地
理
學
を
研
究
敏
授
さ
れ
來
つ
た
繭
三
士

（　2・　2・　g）



が
上
梓
さ
れ
た
本
書
は
纒
濟
地
理
楽
界
は
勿
論
一
般
好
學
者
を
稗
釜
す
る
所

少
く
な
い
で
あ
ら
う
。
全
篇
を
六
章
に
分
ち
第
一
章
に
於
て
は
脛
濟
地
理
學

の
本
質
と
職
能
を
論
ず
つ
先
づ
斯
墨
ゐ
獲
達
を
地
理
學
、
経
濟
學
、
實
用
の

三
方
面
よ
り
綜
指
し
、
そ
の
本
質
職
能
に
就
い
て
は
現
代
諸
大
家
の
見
解
を

並
記
し
て
み
る
が
、
纒
濟
地
理
學
は
意
表
に
分
布
す
る
纏
濟
的
丈
化
現
象
を

自
然
環
境
と
纒
濟
人
と
の
聞
に
行
は
る
」
相
互
作
用
の
原
理
に
基
き
、
地
域

凶
に
因
果
的
に
研
究
す
る
文
化
科
學
で
あ
る
と
な
し
て
み
る
。
第
二
章
は
纏

濟
地
域
論
で
主
と
し
て
デ
ィ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
に
從
っ
て
諸
種
の
地
域
設
定
法
を

述
べ
た
る
後
國
家
叉
そ
の
聯
合
で
あ
る
纏
濟
プ
ロ
ツ
ク
の
如
き
政
治
的
匿
劃

に
よ
る
を
最
も
便
宜
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
第
三
章
の
生
蓬
地
理
は
立
地
に
幽

す
る
諸
問
題
を
解
説
し
た
る
後
壁
、
林
、
牧
、
水
薩
、
鑛
、
工
の
各
部
門
に

亙
っ
て
要
領
よ
く
概
説
さ
れ
て
る
る
。
第
四
章
は
商
業
地
理
で
最
も
多
く
の

頁
を
之
に
費
さ
れ
、
貿
易
の
諸
問
題
を
纒
濟
地
理
の
立
場
か
ら
明
快
に
論
述

さ
れ
た
Q
第
五
章
は
交
通
地
理
で
陸
上
、
水
上
、
塞
中
の
交
通
、
港
灘
等
が

論
ぜ
ら
れ
、
第
六
章
は
人
口
の
分
布
と
移
動
に
就
き
、
人
口
地
理
、
聚
落
地

理
、
植
民
地
理
的
考
察
が
な
さ
れ
て
る
る
。
こ
の
最
後
の
節
は
植
民
護
向
の

型
を
フ
エ
ニ
シ
ア
・
ギ
リ
シ
ア
型
、
ロ
ー
マ
型
、
ゲ
ル
マ
ニ
ヤ
型
、
モ
ン
ゴ

ー
ル
・
タ
タ
ー
ル
型
、
シ
ナ
型
、
ニ
ッ
ポ
ン
型
に
分
類
し
て
述
べ
た
も
の
で

最
も
濁
創
に
富
ん
で
み
る
。

　
署
者
は
序
文
に
、
本
書
は
現
代
の
纒
濟
地
理
學
に
於
け
る
中
庸
な
る
學
読

を
甲
易
に
紹
介
し
た
に
過
ぎ
な
い
と
誰
遜
さ
れ
て
る
る
が
、
各
駈
に
著
者
の

識
見
や
蔑
蓄
の
ひ
ら
め
き
が
感
ぜ
ら
れ
る
。
行
文
準
易
、
明
侠
、
活
宇
の
大

き
さ
、
囲
版
の
紐
み
方
何
れ
も
適
當
で
氣
持
が
よ
い
。
（
菊
判
二
四
三
頁
、

報

定
儂
二
二
〇
銭
、
地
人
書
館
護
行
）
〔
米
倉
）

ヨ
累

報

謹
聴

　
○
京
都
帝
國
大
藩
文
墨
部
史
選
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
年
度
講
義
題
日

　
正
　
　
麟
　
　
臼

　
　
醗
　
　
　
　
　
下

燃
　
田
　
教
　
授
　
愚
図
概
設
（
第
一
部
）

申
村
（
直
）
助
教
擾
　
國
史
概
論
（
第
二
部
）

特
殊
西
田
教

艘
智

普
通

特
殊

藤
助
教

授
｛
舞
阪
鱗
節
）

授
蔽
承
認
の
の
難

三魚鼓：

最澄N
講講講

師師斗

出
雲
路
講
廓

西
田
　
教
頭

　
　
棄
　
　
洋

弱
田
教
授

那
波
助
教
授

糖
蜜
事
績

那
波
助
教
授

臼
太
・
先
佳
民
族
の
研
究

室
町
幕
府
と
諸
豪
族

劇
導
通
吏

有
職
一
穂

日
曝
思
想
史
の
研
究

東
洋
史
概
説
（
第
一
部
）

東
洋
史
概
説
（
第
二
部
）

課
方
に
於
け
る
晒
人
の
活
動

三
代
に
行
は
れ
た
る
外
鰐
風
俗

餓
〃
二
十
－
一
巻
　
第
「
繭
二
號
　
　
　
晶
ハ
七
一

　
　
二

　
　
二

　
　
二

　
　
一

　
　
二

　
　
一

（一

ﾜ
）

　
　
二

　
　
二

　
　
二

　
　
二二二二二

（　o．25　）


